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地域 メデ ィアを媒介 とした 「市民 間対話」 と

市民活動 の活動 システム分析

地域SNS「 ごろっとやっちろ」の事例を中心 に

東 郷 寛

概要 本論文 は,文 化一歴史的活動理論の視点か ら市民間の対話を媒介す る地域 メデ ィアの

変化が市民間の対話 と市民活動 にどの ような影響を与え るのかについて検討す る。 まず,事

例 として,熊 本県八代市が市民 に提供 して いる地域SNS「 ごろ っとや っちろ」を中心 に,同

地域 にお ける新旧の地域 メデ ィアに媒介 された 「市民間対話」の特性を分析す る。次 に,地

域 メデ ィアを積極的 に活用す る市民環境団体の活動 に着 目し,市 民環境活動の拡大過程を考

察す る。近年各地 で普及 しつつあ る地域SNSな どの新た な地域 メデ ィアが,市 民 間の創造

的対話 と市民 による市民活動の発展 にどの ように貢献 してい るかを明 らか にす る。
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Abstract This research shows how the introduction of a regional SNS by Yat-

sushiro municipal government in Japan has been transforming the activity system 

of regional public communication and thus facilitating endogenous and sustainable 

regional development since 2004. Using the activity theory as an analytical frame-

work, it compares and analyses the activity system of regional public communica-

tion mediated by a regional SNS with the one mediated by conventional media. 

Through the operation of the regional SNS, Yatsushiro municipal government has 

built a communication platform that promotes sharing of interests, information, 

and knowledge among diverse citizens. It cultivates spontaneous collaborative ac-

tivities and new knowledge to solve social problems of the region, and has been offer-

ing  "ba," in which citizens and many communities of practices share, create, and 

utilize knowledge through interactions. The regional SNS has facilitated the proc-

ess of "expansive learning" by empowering divergent "boundary crossers." Some 

citizens have crossed the boundaries of respective activities and have participated in 

other voluntary activities. Some voluntary civic associations have also come to act 

together through interactions in the cyber space. By means of the regional SNS, 

these boundary crossers have "knotworked" divergent public voluntary activities, 

and thus have contributed to the sustainable development of region. 

Key words Regional SNS, Public Communicatiom, Activity Theory, Ba, Boundary-

             crosser 
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1.は じ め に

2000年 に政 府 がe-Japan構 想(1)を 発 表 して 以 来,多 くの 地 方 自治 体 は,情 報 通 信 技 術

(lnformationandCommunicationTechnology以 下,ICT)の 積 極 的 活 用 を通 して,

行 政 業 務 の 効 率 化,政 策 形 成 過 程 に お け る市 民 参 加,社 会 問 題 の 解 決 な どを 促 進 しよ う と

して い る。 神 奈 川 県 藤 沢 市(2)が,試 験 運 用 期 間(1996年9月 か ら2000年4月 まで)を 経 て,

市 民 電 子 掲 示 板(BulletinBoardSystem以 下BBS)を 本 格 的 に導 入 した こ とを 機 に,

多 くの地 方 自治 体 は 「市 民 間 対 話 」 の 活 性 化 の ツ ー ル と してBBSを 導 入 して きた 。 しか

し,実 名 で の意 見 の書 き込 み に対 す る大 きな 抵抗 感,そ れ に起 因す る過 度 に少 な い投 稿 数,

匿 名 投 稿 に よ る掲 示 板 の 「荒 し」 行 為 の 蔓 延,運 用 に関 す る適 切 な 手 続 き とル ー ル の 未 整

備 と い った 様 々な 問題 に 直 面 し,BBSは 市 民 の 意 見 を政 策 形 成 に反 映 させ る ツ ー ル と し

て 十 分 に機 能 しな か っ た。 この よ うな 状 況 下 に お いて,熊 本 県 八 代 市 は,BBS運 営 の 失 敗

要 因 を慎 重 に分 析 した うえ で,市 民 が 安 心 して 「市 民 間 対 話 」 を 行 う こ との で き る 「遊 び

場 」(playingfields)と して 地 域SNSを 導 入 した。 地 域SNSは,BBSの 機 能 を 包 含 す

る電 子 メデ ィア で あ り,安 全 か つ 創 造 的 な サ イ バ ー ス ペ ー ス を構 築 す る うえ で 有 望 な コ

ミュニ ケ ー シ ョ ンツ ール と して 認 識 され て い る。

本 論 文 は,第1に,八 代 市 が 運 営 す る地 域SNSが,ど の よ うに 「市 民 間対 話」 とそ れ

に も とつ く知 識 と実 践 の 創 造 を 促 進 し て き た の か 考 察 す る。 「文 化 一 歴 史 的 活 動 理 論

(cultural-historicalactivitytheory)以 下,活 動 理 論 」(Engestr6m,1987)を 援 用 しな

が ら,地 域SNSに 媒 介 さ れ た 「市 民 間対 話 」 と既 存 の 地 域 メ デ ィア に媒 介 され た そ れ と

を比 較 検 討 す る。 その うえ で,八 代 市 が,地 域SNSの 運 営 を通 して,市 民 間 の 情 報 と知 識

の 共 有 を促 進 す る と と も に,自 生 的 な 市 民 活 動 や 新 しい知 識 の 創 造 を 可 能 にす る コ ミュニ

ケ ー シ ョ ン ・プ ラ ッ トホー ムを 構 築 した こ とを 論 じる。 この プ ラ ッ トホー ム は市 民 間 の 対

話 に よ る知 識 創 造 の 基 盤 で あ る 「場 」 を 提 供 して き た。 この よ うな 「場 」 は各 市 民 の 持 つ

知 識 が 共 有 され る動 的 文 脈(sharedcontext-in-motion)で あ り,具 体 例 と して オ フ ィ ス

の よ うな 物 理 的 空 間,メ ー リン グ リス トや テ レ ビ会 議 の よ うな 仮 想 的 空 間,共 有 され た 経

(1)e-Japan構 想 とは,2000年9月21日 に森首相(当 時)が 所信表明演説 の中で掲 げた,国 民の全

てがICTを 活用 で きる 日本型IT社 会 を実現 す るための構想で ある。 その中で電子政府 の早 期

実現が盛 り込 まれて いる。翌2001年 高度情報通信ネ ッ トワー ク社会推進戦略本部 は,こ の構想を

国家戦略(e-Japan戦 略)と して具体化 した。e-Japan戦 略 は高度通信ネ ットワー ク社会の実現

を志向 し,そ の一環 と して地域行政のIT化 が促進 された(首 相官邸 ウ ェブページ)。

(2)詳 細は,金 子,藤 沢市市民電子会議室運営委員会(2004)を 参照 されたい。
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験,思 想,理 想 な ど の 精 神 的 な 空 間 な ど が 考 え ら れ る(NonakaandKonno,1998;

NonakaandToyama,2003)。 八 代 市 民 や八 代 地 域 で活 動 す る実 践 共 同体(3)(communi-

tiesofpractice)(LaveandWenger,1991)は,地 域 メ デ ィア を 縦 横 に使 い こな し,サ

イバ ー スペ ー ス上 で の 「場 」 に お け る相 互 作 用 を 通 して,市 民 間 あ る い は実 践 共 同体 間 で

の 知 識 の 共 有 だ けで な く,新 たな 市 民 活 動 と実 践 共 同体 の 創 造 を 促 進 して きた 。

第2に,「 市 民 間対 話 」 を 媒 介 す る 「道 具 」 の 変 化 は地 域 の 「市 民 間 対 話 」 の 「活 動 シ

ス テ ム(activitysystem)」 の す べ て の 側 面 に影 響 を 与 え る こ とを 主 張 す る。 八 代 市 の 事

例 に お い て 地 域SNSは,多 様 な 「越 境 者(boundary-crosser)」(Tuomi-Gr6hnand

Engestr6m,2003;Tuomi-Gr6hn;2003)を 受 け入 れ るだ けで な く彼 らや彼 女 らを 力 付 け

る(empower)こ とに よ って,「 拡 張 的学 習(expansivelearning)」(Engestr6m,1987)

を促 進 して き た。 そ こで,本 論 文 は 地 域SNSを 縦 横 に活 用 して い る市 民 団体 に よ る環 境

保 護 活 動 の 発 展 を 検 討 す る。 と りわ け 実 践 教 育 型 の 市 民 環 境 団 体 の リー ダ ー は,地 域

SNSの 設 立 以 降,市 民 環 境 活 動 の拡 大 過 程 に お い て 「越 境 者 」と して の役 割 を担 って き た。

こ う した新 しい地 域 メデ ィ ア に媒 介 され た社 会 的 相 互 作 用 は多 種 多 様 な 市 民 の 市 民 環 境 活

動 へ の 参 加 を促 進 す る と と も に,八 代 地 域 全 域 にお よ ぶ 社 会 ネ ッ トワ ー クを 構 築 す る に

至 っ た。 「越 境 者 」 は状 況 に応 じて 複 数 の地 域 メ デ ィ ア を用 い て 多 様 な 市 民 活 動 を即 興 的

につ な げ合 わ せ るだ けで な く,既 存 の 活 動 の 拡 充 あ る い は再 構 成 を 推 進 して きた 。 そ の 結

果,こ う した 「越 境 者 」 は活 動 領 域 の たん な る 「越 境 」 に と ど ま らず 現 役 世 代 の 活 動 家 と

次 世 代 の 担 い手 を架 橋 す る世 代 間 の 「越 境 者 」 と して の 役 割 を 果 た して い る。

本 論 文 は2007年 か ら継 続 的 に行 わ れ て い る実 地 調 査 研 究 の 成 果 の 一 部 で あ る。 これ まで

の 研 究 成 果 は次 の 通 りで あ る。 まず,Togo,Enomoto,andKawamura(2007)は 活 動

理 論 の 視 点 か ら地 域 メデ ィ ア に媒 介 され た 「市 民 間 対 話 」 の 「活 動 シ ス テ ム」 の 変 容 を 分

析 した うえ で,こ れ まで の 一 方 向 的 な 既 存 地 域 メデ ィ ア と は異 な る双 方 向 メデ ィ アの 導 入

が 活 動 領 域 や 地 区 を 横 断 した 「市 民 間 対話 」 と市 民 活 動 の生 成 に寄 与 した こ とを主 張 した。

続 いて,Kawamura,Takashima,andTogo(2008)は,八 代 にお け る地 域 メデ ィ ア に

媒 介 され た 「市 民 間 対 話 」 の 「活 動 シ ス テ ム」 の 変 容 と,地 域 の アマ チ ュ ア座 員 に よ って

運 営 され て き た人 形 芝 居 座 の 「活 動 シ ス テ ム」 の 変 容 の 事 例 を 比 較 しな が ら,地 域 の 持 続

的 発 展 へ の 条 件 につ いて 検 討 して き た。 本 論 文 は,こ れ まで の 研 究 成 果 を 敷 術 しつ つ,地

域 メ デ ィ アの ユ ー ザ ー の 活 動 に着 目 しな が ら,彼 らや 彼 女 らが メデ ィ アを どの よ う に活 用

(3)実 践共 同体 は,徒 弟制 に もとつ く伝統的職場 や学校 な どで見 られる社会的実践 を行 う場 であ

り,実 践の参加者 に 「学習への アクセス」を提供す るものであ る。参加者は,実 践共同体への十

全な参加者 にな る過程で,知 識,技 能,ア イデ ンテ ィテ ィな どを獲得す る。
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し,自 身 の 活 動 を どの よ う に拡 充 させ て き た の か に つ い て考 察 す る。 と りわ け,地 域 メ

デ ィ ア を縦 横 に活 用 す る市 民 環 境 団 体 と その 活 動 に焦 点 を 合 わ せ,市 民 環 境 活 動 の 拡 大 過

程 を考 察 す る。

2.分 析 枠 組 み

本 研 究 は,近 年 の 発 達 心 理 学 に お け る 中核 理 論 の 一 つ で あ る文 化 一 歴 史 的 活 動 理 論 を 分

析 枠 組 み と して 使 用 す る。 活 動 理 論 と は,「 人 々 は 自 らの周 りの状 況 を変 え る事 に よ って,

いか に 自分 た ち 自身 を 変 え る こ とが で き るの か 」 と い う問 い に ア プ ロー チす る,人 間 の 協

働 的 な創 造 活 動,学 習,発 達 の理 論(Engestr6m,1987;山 住,2004)で あ る。 活 動 理 論

は 「活 動(activity)」 を 「道 具(instrument)(4)」 に媒 介 さ れ た行 為 あ る い は 「対 象(object)」

に 向か う行 為 と して 捉 え る と と も に,社 会 的,文 化 的,歴 史 的 次 元 か ら創 造 的 活 動 や 社 会

的 実 践 を行 う人 間 の 活 動 を 分 析 す る た めの ツー ル を 提 供 す る。

活 動 理 論 の 研 究 は1920年 代 か ら30年 代 初 め にか けて の,ロ シ アの 心 理 学 者 ヴ ィ ゴ ツキ ー

(Vygotsky,1978)の 研 究 に さか の ぼ る。 ヴ ィ ゴ ツキ ー は 媒 介 とい う概 念 を 提 示 した うえ

で,刺 激(S)反 応(R)の 直 接 的 関 係 が,複 雑 な 媒 介 ツー ル に よ って 乗 り越 え られ る

と論 じた。 ヴ ィゴ ツ キ ー の概 念 は 通 常,「 主 体(subject)」,「 対 象 」,媒 介 す る 「道 具 」 の

3つ の要 素 で 表 現 さ れ,「 主 体 」 が 「道 具 」 を媒 介 と して 「対 象 」 に 働 き か け る過 程 を 行

為 と して 捉 え る。 さ らに,各 要 素 は切 り離 され た もの で はな く,そ れ ぞ れ が 相 互 作 用 しな

が ら変 容 して い くこ と に よ って,活 動 その もの も変 容 して い くと論 じた 。 しか しな が ら,

ヴ ィ ゴ ツ キ ーの 分 析 単 位 は個 人 レベ ル に と ど ま って い る。 これ に対 して,第2世 代 の レオ

ンチ ェ フ(Leont'ev,1978,1981)は,活 動 の 分 析 単 位 を 個 人 か ら集 団 に 拡 張 し,「 動 機

(motive)」 と 「分 業(divisionoflabor)」 の概 念 を導 入 した うえ で,「 対 象 」 の 実 現 に動

機 づ け られ た人 間 の 活 動 は,個 人 の 道 具 に媒 介 され た行 為 が 「分 業 」 に よ って 連 鎖 した も

の で あ り,他 者 との 関 係 を 無 視 して は成 立 しえ な い と主 張 した。 活 動 理 論 の 第3世 代 で あ

るエ ンゲ ス トロ ー ム(Engestr6m)は,以 上 の研 究 を敷 術 しな が ら,人 々の 協 働 的 活 動 を

理 解 す る た めの 分 析 枠 組 み と して 「活 動 」 の 概 念 を 精 緻 化,拡 張 し,新 た に 「活 動 シ ス テ

ム」 の 概 念 を提 唱 して い る。

Engestr6m(1987)は 活 動 の文 化 的 ・歴 史 的発 達 を,1)集 団 や グ ル ー プ な ど,活 動 の

(4)エ ンゲス トローム は,媒 介す る人工物(mediatingartifacts)あ るい はツール と表記 して いる

が,本 論文で は,「道具」の表記に統一す る。
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「主 体 」,2)「 主 体 」 が コ ミュ ニ テ ィの他 の メ ンバ ー と と もに働 き か け る 「対 象 」,3)「 主

体 」 に よ る 「対 象 」 へ の 働 きか けを 媒 介 す る人 工 物,言 語,概 念,理 論,シ ン ボル な どの

「道 具 」,4)「 主 体 」 が 「対 象 」 に働 き か け る 際 に 用 い る も う一 つ の 「媒 介 」 で あ り,そ

こ に 「主 体 」 の 活 動 が 埋 め込 まれ て い る 「コ ミュニ テ ィ(community)」,5)「 コ ミュニ

テ ィ」 に よ る 「対 象 」 へ の 働 きか け を媒 介 す る 「分 業 」,6)「 コ ミュニ テ ィ」 の 規 範 や 慣

習 な ど,「 主 体 」 と 「コ ミュニ テ ィ」 の 相 互 の 働 きか け を媒 介 す る 「ル ー ル(rules)」,以

上6つ の 構 成 要 素 か ら捉 え る(図1参 照)。 エ ンゲ ス トロ ー ム は こ う した活 動 を,目 的 に向

か う諸 行 為 が 連 鎖 し連 関 す る構 造 と して 概 念 化 す る(Engestr6m,1987)。 そ して,相 互 に

連 結 した複 数 の 活 動 の 集 合 体 を,「 活 動 シ ス テ ム」と して 捉 え る。 あ る活 動 に よ って 生 産 さ

れ た 「成 果 」 は,別 の 活 動 の 構 成 要 素 と して 投 入 され る。 「主 体 」,「道 具 」,「ル ー ル」 は,

それ ぞれ の 「主 体 生 産 の 活 動 」(教 育 の活 動 な ど),「 道 具 生 産 の活 動 」(も の づ く りや 研 究

の 活 動 な ど),「 ル ー ル 生 産 の 活 動 」(立 法 や 行 政 の活 動 な ど)の 「成 果 」 と して生 産 され

た もの と捉 え る こ とが で き る。 こ う した構 成 要 素 の 生 産 一 投 入 関 係 を 通 じて,「 活 動 」が 相

互 に連 結 され る こ と に よ って,「 活 動 シス テ ム」(図2参 照)が 構 成 され る。 いか な る 「活

動 シ ス テ ム」 も,各 シス テ ム 固 有 の 文 化 一 歴 史 的 な 発 展 を 遂 げ た 結 果,数 多 くの 内 的 な

「矛 盾(contradictions)」 を抱 え て い る。 そ して,「 活 動 シ ステ ム」そ の もの は不 安 定 な も

の で あ り常 に変 容 して い るの で あ る(Engestr6m,1987,pp.80-89)。

道 昌

主 悼 封 書 一 庄 畢

」し 」レ:1LZユ ニ 〒 ぜ 分 畢

出所:Engestr6m(1987)p.87Figure2.7を もとに筆者作成。

図1エ ンゲ ス トロームによる活動の要素分析

こ う した 「矛 盾 」 は,活 動 を 構 成 す る各 要 素 間 の 不 整 合 あ る い は隣 接 す る諸 活 動 との 相

克 関 係 を具 象 化 した もの と して 出現 す る。 活 動 主 体 が 内的 な 「矛 盾 」 に気 づ きそ れ を 解 消

す る新 たな 活 動 を創 造 す る こ と に よ って,「 活 動 シ ス テ ム」は歴 史 一 文 化 的 な 変 革 や 発 展 を
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遂 げ る。 エ ンゲ ス トロ ー ム(Engestr6m,1987)は 「活動 シス テ ム」 の 実 践 が 歴 史 的 に変

革 して い く過 程 を,「 拡 張 的 学 習 」 と表 現 す る。 こ う した 「拡 張 的 学 習 」 は 「ノ ッ トワー

キ ン グ(knotworking)」(Engestr6m,Engestr6m,&Vahaaho,1999)や 活 動 主 体 が

様 々 な 活 動 領 域 を 横 断,あ る い は 積 極 的 に 複 数 の 活 動 に 参 加 す る 「越 境(boundary

crossing)」(Tuomi-Grohn&Engestrom,2003;Tuomi-Grohn,2003;Lambert,2003)

の 活 動 に よ って 促 進 され う る。

r
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山一'レ生崖o括 塾

出所:Engestr6m(1987),Figure2.7,p.87andEngestr6m(1999a),Figure

1.2,p。31を もとに筆者作成。

図2活 動 システム

「拡 張 的変 革(expansivetransformation)」 の全 サ イ クル は,独 立 的 な 問 題 解 決 に よ っ

て 決 定 され る学 習 者 の 現 在 ま た は実 際 の 発 達 レベ ル と,学 習 者 の 顕 在 化 しつ つ あ る また は

潜 在 的 な 発 達 レ ベ ル と の 間 の 差 を 意 味 す る,「 最 近 接 発 達 領 域(ZoneofProximal

Development:ZPD)」(Vygotsky,1978)を 埋 あ る過 程 で もあ る。 換 言 す れ ば,「 拡 張 的

変 革 」 の 過 程 は集 団 的 活 動 主 体 の 自 己超 越 過 程 で あ る。 エ ンゲ ス トロー ム は,集 団 的 学 習

に基 づ く 「拡 張 的学 習 」 の概 念 を 用 いてZPDを 発 展 させ た。 つ ま り,彼 は個 々人 の 日 々

の 実 践 と,日 々の行 為 に潜 在 的 に埋 め込 まれ た 「二 重 拘 束(doublebind)」 の 解 決 策 と し

て,集 団 的 に生 み 出 され う る歴 史 的 に新 しい社 会 活 動 の 形 態 との 間 の 差 と して,ZPDを 認

識 す る(Engestr6m,1987p.174)。 活 動 理 論 の モ デル は,様 々な 実 践 共 同 体 で 活 動 す る

「主 体 」 が 協 働 しな が ら,そ れ ぞ れ の 活 動 が 抱 え る 「矛 盾 」 を 明確 に した うえ で活 動 の 構
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成 や 再 構 成 を行 う,「 発達 的 ワー ク リサ ー チ(developmentalworkresearch)」(Enges-

tr6m,1987;1991)の た め の ツ ー ル と して 提 唱 さ れ た。 こ う した 「拡 張 的学 習 」 の過 程 に

お いて 研 究 者 は,「 ア ク シ ョン リサ ー チ(actionresearch)」(5)の 形 で現 場 の実 践 に介 入 す

る。 研 究 者 は,そ の 出発 点 と して 「活 動 シ ス テ ム」 の 暫 定 モ デル を 提 示 し,続 いて 活 動 が

抱 え る 「矛 盾 」 を 明 確 に した うえ で 矛 盾 解 消 の た めの 議 論 を 実 践 者 と と も に行 う。

エ ンゲ ス トロ ー ム(Engestr6m,2001pp.136-137)は,5つ の原 理 を 用 い て 「活 動 シ

ス テ ム」 の 本 質 を 次 の よ う に要 約 して い る。 第1の 原 理 は 「道 具 」 を 媒 介 と して 「対 象 」

に 向か う集 団 的 活 動 シ ス テ ムが,基 本 的 分 析 単 位 にな る こ とで あ る。 行 為 と活 動 を 生 み 出

す こ と に よ って 「活 動 シ ス テ ム」 は そ れ 自身 を生 産 あ るい は再 生 産 す る。 第2の 原 理 は

「多 声 性(multi-voicedness)」 で あ る。 「活 動 シ ス テ ム」 に は常 に,多 様 な視 点,伝 統,

関 心 が 集 積 され て い る。 活 動 の 「分 業 」 は参 加 者 に様 々な ポ ジ シ ョンを つ くる。 個 々人 が

自身 の多 様 な 歴 史 を 「活 動 シス テ ム」 に持 ち込 む こ と に よ っ て,「 活 動 シ ス テ ム」 自体 そ

の もの が 「道 具 」,「ル ー ル 」,「慣 習 」 に よ って 積 み 重 ね られ た 「歴 史 的 多 層体(multiple

layersandstrandsofhistory)」 に な る。 多 声 性 は,相 互 作 用 す る 「活 動 シス テ ム」 間

の ネ ッ トワ ー ク に お いて 拡 張 され る。 それ は トラ ブル の 要 因 にな るが,異 質 な もの の 間 で

の 翻 訳 と交 渉 を 行 う こ とは,「 活 動 シス テ ム」 の 革 新 や 変 革 の 源 泉 にな る。 第3の 原 理 は

「歴 史 性(historicity)」 で あ る。 「活 動 シス テ ム」 は,長 い期 間 を 経 て,形 成 され,そ し

て 変 容 して い く。 したが って,「 活 動 シ ス テ ム」 の 問 題 と そ の潜 在 性 は,シ ス テ ム の 歴 史

を分 析 す る こ と に よ って の み 理 解 され う るの で あ る。 第4の 原 理 は「矛 盾 」で あ る。 「矛 盾 」

は 「活 動 シ ス テ ム」 の 変 化 や発 展 の 源 泉 に な る。 「矛 盾 」 は,問 題 や 対 立 とは異 な り,歴

史 的 に活 動 シ ス テ ム 内 と活 動 シ ス テ ム間 に お いて 蓄 積 しつ つ あ る構 造 的 緊 張 の こ とを 意 味

す る。 「活 動 シ ス テ ム」 が外 部 か ら新 しい要 素 を 取 り入 れ る と き に,そ れ が既 存 「活 動 シ

ス テ ム」 の 要 素 と衝 突 す る。 「矛 盾 」 は混 乱 と対 立 を生 み,「 二 重 拘 束 」 に陥 る。 しか し,

同時 に 「活 動 シ ス テ ム」 内 に お いて 各 「主 体 」 が 活 動 を 変 化 させ る転 機 に もな る。 第5の

原 理 は 「活 動 シ ス テ ム」 内の 「拡 張 的 変 革 」 の 可 能 性 を 提 示 す る こ とで あ る。 比 較 的 に長

い質 的 変 容 サ イ クル を 通 して,「 活 動 シス テ ム」 は変 容 す る。 「活 動 シ ス テ ム」 の 「矛 盾 」

(5)ア クシ ョン リサーチは,1940年 代に米国の社会心理学者であ るレヴィン(Lewin,K)に よって

考案 された探究的な研究方法で ある。その特徴は,研 究者 自身が現場 に 「介入(intervention)」

し,実 践者 と共 に現場の問題解決や改革を行いなが ら,こ れ らの過程その ものを研究対象 とす る

ところにあ る。杉万(2006)は,研 究対象 と研究者 との分離が不可能であ ることを前提に両者に

よる協同で メ ッセー ジを発信す る人間科学の立場 に立つ研究 は,研 究者があ る集合体や社会の改

善な どに直結 した研究活動を 自覚的 に行 ってい る場合 に限 り,ア クシ ョン リサーチ としての性格

を有す ると論 じてい る(551ペ ー ジ)。
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が深刻化すると,個 々の参加主体は既存の確立 された規範に疑問を持ち始めるだけでな

く,逸 脱するようになる。この状態が強まると共同による活動ビジョンの再構築 と集団的

な 「活動システム」の変容につながる。以前の活動形態よりも急進的でより幅広い可能性

を容認することで活動主体の動機が再概念化され,「拡張的変革」は達成される。次章で

は,以 上で概観 してきた活動理論を使いながら,地 域メディアに媒介された 「市民間対話」

とその成果である市民環境活動の生成と発展の過程を分析する。

3.事 例 研 究

3.1調 査方法

本章では,熊 本県八代市において,地 域メディアによって媒介された 「市民間対話」に

よって生まれた市民活動と,そ れをきっかけとした市民活動の拡大過程を 「活動 システム」

の視点か ら捉えていく。まず,こ の過程において,市 民対話を媒介する 「道具」である地

域メデ ィアの 「活動 システム」を記述,分 析 した上で,こ の 「道具」の変化が,活 動の

「対象」になる 「市民間対話」や,「成果」としての市民活動や知識創造にどのような影響

を与えているのかを考察 していく。次に,ミ クロレベルの変化を考察する。「市民間対話」

を媒介する 「道具」である地域メディアを積極的に活発する市民環境団体に焦点をあわせ

なが ら,市 民環境活動の拡大について明 らかにする。本研究は,ア クションリサーチを志

向する質的研究 に基づいて行われている。具体的には,参 与観察,対 象者へのイ ンタ

ビューなどがあげられる。八代への調査は2007年5月 から継続的に行われている。「活動

システム」のキーパースンと思われる人物に対 しては定期的に,あ るいは複数回,イ ンタ

ビューを行っている。事例分析に使用する調査データは調査で得られた情報,資 料,文 献

調査に基づいている。

3.2伝 統的地域メディアに媒介された 「市民対話」の活動 システム

本節は,「市民間対話」を媒介する 「道具」 として,伝 統的地域メディア(お もに公民

館,近 隣の掲示板,市 報など)を 取 り上げる。日本の公民館は,小 学校区を単位として,

市民の社会教育,健 康,文 化教育,社 会福祉の向上に貢献することを目的とする施設であ

る。1949年 の社会教育法の施行以来公民館の数は増加 し,2002年 現在で17,947箇所 にのぼ

る(社 団法人全国公民館連合 ウェブページ)。公民館は自治の空間であり,共 同学習,社

会教育,社 会問題に関する議論によって,自 己統治能力を高めるための機会や物理的空間
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を市民に提供することが期待されてきた(小 林,2005)。 公民館の主な目的の一つとして学

習と文化の創造が指摘されるように(社 団法人全国公民館連合 ウェブページ),市 民間の相

互作用を通 して,新 しい地域の実践や知識が創造される 「場」を提供 してきた。

しか し近年では,市 民間の対話は近隣地区に制限されていることや,地 方自治体から提

案された事項を議論するにとどまる等の問題が顕在化 している。加えて,生 活水準や教育

水準が高まった1970年 代以降,市 民や団体による公民館の個別利用の傾向が強まったこと

や市民の会合の参加者の固定化が進むことによって,市 民間の対話と情報交換を媒介する

「場」 としての公民館の性格は希薄化 しつつある。 この状況 とはうらはらに,少 子高齢化,

治安の悪化,環 境問題など,既 存の行政システムでは十分に対応できない複雑な問題が山

積 している。今ほど 「市民間対話」の活性化や活発な議論を反映 した市民活動が求められ

る時期はない。伝統的地域メディアに媒介された 「市民対話」の 「活動システム」にはこ

のような 「矛盾」を抱えている。

次に,伝 統的地域メディアに媒介された 「市民間対話」の 「活動システム」を分析する。

この 「活動システム」において,「主体」(市 民,市 民団体,地 縁組織など)は 主に市民間

の対話や情報交換のために,公 民館(「 道具」)を 利用する。それ以外に,市 報や掲示板

(「道具」)の情報を媒介 として活動する。「分業」においては,八 代市が市民による利用を

監督 し,市 民は柔軟性に欠いた利用規定(「 ルール」)に 従う。「コミュニティ」は閉鎖的

であり,領 域や地区を越境 した 「市民間対話」は限定される。構成要素の生産活動におい

ては,公 教育が活動主体である市民を教育(「主体生産の活動」)し,八 代市が公民館の整

備と運営(「道具生産の活動」)や 利用規定の作成(「 ルール生産の活動」)を 行う。このよ

うな 「活動システム」の 「コミュニティ」では,固 定化された 「主体」によるルーティン

化された活動を再生産する傾向が強 く,社 会環境の変化に応 じた自生的で柔軟な活動を生

成することは困難であると考え られる。これとは対照的に,地 域社会は既存の行政システ

ムでは十分に対応できない複雑な問題に直面 している。このような問題に対処するのは,

多種多様な 「主体」の持つ 「内向き情報」(足達,1998)(6)が 共有される 「場」を生成,維

持 しなが ら,既 存の活動や実践を変革 していくことが必要になる。 しか しながら,既 存の

地域メディアは,行 政 市民間の一方向の対話や,近 隣地区に限定された市民間の 「内向

(6)「内向き情報」は地域の内部に向けて発信する情報である。足達(1998)は,地 方自治体が発
信する情報は,「観光情報」や 「行政情報」など,外 に向けて発信する 「外向き情報」に偏重し
ていると指摘したうえで,地 域の活性化に結び付くようなインターネットの活用によって住民

間,行 政内部,住 民一行政間での 「内向き情報」の交換を促進する必要があると主張している
(31-36ページ)。
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き情報」の交換の 「場」であり,安 定 した近隣活動の維持と再構成を前提としている。以

上の結果,各 「主体」が持つ 「内向き情報」の流通は限定される(「成果」)の で,「主体」

が持つ様々な資源を組み合わせなが ら新 しい活動を創造することは困難になる。 したがっ

て,「市民間対話」によって生み出された市民活動(「 成果」を媒介とした 「対象の活動」)

は,断 片化あるいは硬直化するものと考え られる。
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出所:筆 者作成。

図3伝 統的地域メデ ィア に媒介 された 「市民対話」の 「活動 システム」

と こ ろが,1980年 代 の 後 半 に入 る と大 きな 転 換 点 が 訪 れ る。 メデ ィ アの 多 様 化 ・多 チ ャ

ンネ ル 化 の 進 行 と は う らは らに情 報 の 集 約 ・発 信 機 能 は東 京 を 中心 と した 大 都 市 に集 中 し

た結 果,地 域 社 会 で生 活 す る うえ で必 要 な 情 報 や 地 域 に 密 着 した情 報 は不 足 す る よ う に

な っ た。 や が て 地 域 情 報 化 の 機 運 が 高 ま り,地 域 に立 脚 した地 方 自治 体 一 市 民 間 あ る い は

市 民 間 の コ ミュニ ケー シ ョン チ ャネ ル の 社 会 的 需 要 が 高 ま っ た。 これ を 受 けて,政 府 は イ

ンフ ラ 整 備 に重 点 を置 い た ハ ー ド中 心 の地 域 情 報 化 政 策 か ら,地 域 情 報 そ の も の の形 成

と発 信 に主 眼 を 置 い た ソ フ ト中 心 の地 域 情 報 化 政 策 に転 換 した。1991年7月 に,郵 政 省

(現:総 務 省)は 市 町 村 の一 部 の 地 域 を対 象 と した 情 報 を提 供 す る 「コ ミュニ テ ィ放 送 制

度 の 構 想 」 を発 表 した。 翌1992年 に制 度 化 され,全 国 各 地 で コ ミュニ テ ィ放 送 局 の 設 立 が

相 次 い だ(7)。

(7)コ ミュニテ ィFMは,1992年 に 「放送法施行規則」等の改正に基づき,新 たに制度化 された放/
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この よ うな 地 域 メデ ィ ア は、 新 しい市 民 間 の 関 係 性 を 構 築 す る媒 体 にな る と と も に、 既

存 の 近 隣 活 動 と は違 っ た、 地 区 ・領 域 横 断 的 な市 民 活 動 を容 易 にす る。 コ ミュニ テ ィFM

は 「内 向 き情 報 」 を発 信 す る こ と に よ って 「動 的 情 報 」(今 井 ・金 子,1988)(8)を うみ だ す

可 能 性 を有 して い る メ デ ィ アで あ り,地 域 社 会 が 活 性 化 して い る状 態 は 「動 的 情 報 」 が 地

域 社 会 の 中 に 豊 か に存 在 して い る状 態 で あ る と捉 え る こ とが で き る(小 内,2003)。 した

が っ て,コ ミュニ テ ィFMを 媒 介 と した 市 民 あ る い は リス ナ ー 間 の 活 発 な 対 話 の 中 か ら

生 ま れ る 「動 的 情 報 」 の 発 信 を活 発 化 させ る こ とで 、 「対 話 」 を契 機 と した 新 しい実 践 と

知 識 の 創 造 の 促 進 が 期 待 で き る。 この よ うな 状 況 に応 じて,1998年 に八 代 にお いて も,地

域 密 着 型 の コ ミュニ テ ィ放 送 局 で あ るエ フエ ムや つ しろ(9)が設 立 され た 。 エ フエ ムや つ し

ろ は,市 民 間 の 情 報 交 換 の 活 性 化 に取 り組 ん で い る。 エ フエ ムや つ しろ は,市 民 の 「動 的

情 報 」 を引 き 出す 番 組 作 りや 紙 媒 体 の 情 報 誌 の 発 刊 を 通 じて,八 代 にお け る地 域 メデ ィ ア

の 一 翼 を担 う よ う にな っ た⑩。 公 民 館,掲 示 板,市 報 な どの 一 方 向 あ る い は地 区 限 定 の 「内

向 き情 報 」 の 流 通 か ら,八 代 地 域 の リス ナー あ る い は市 民 一 放 送 局 間 の 双 方 向 性 メデ ィ ア

と して 機 能 す る と と も に,一 般 市 民 や 企 業 は地 域 メデ ィ アを 使 って 情 報 を 発 信 す る こ とを

学 ん だ。 エ フエ ムや つ しろ は リスナ ー あ るい は市 民 が 八 代 の 様 々な 「動 的情 報 」を 得 る こ

と を可 能 に した もの の,リ ス ナ ーが もつ 「静 的情 報 」 と 「動 的 情 報 」が 組 み合 わ さ る 「場 」

を十 分 に形 成 す る まで に は至 って いな い よ うで あ る。 イベ ン トな どの 主 催 者 の 呼 びか け に

応 じて,リ ス ナー が イベ ン トに参 加 す る もの の,リ ス ナー 間 の 一 過1生の 関 係 性 を 形 成 した

にす ぎな い。 換 言 す れ ば,一 過 性の 関 係 性 を き っか け と した持 続 的 な 実 践 につ な が るオ フ

エ アの ネ ッ トワー クを 形 成 す る まで に は至 って いな い よ うで あ る。 八 代 地 域 にお け る地 域

メ デ ィ ア に媒 介 され た ネ ッ トワー ク の形 成 は,2004年 の地 域SNS運 営 開始 以 後 に活 発 化

す る こ と にな る。

＼送局形態 の1つ であ り,制 度上の正式名称 は 「コ ミュニテ ィ放送」で ある。1992年12月 の 「FM

いるか」(北海道函館市)開 局を皮切 りに,全 国で相次 いで コ ミュニテ ィFMが 設立 された。2010

年1月6日 現在で,全 国235局 のコ ミュニ テ ィFMが 運営 されている(日 本 コ ミュニテ ィ放送協

会 ウェブペー ジ)。

(8)今 井 ・金子(1988)は 情報 を静的な側面 と動 的な側面 に区分す る。「静的情報」 は,数 値 デー

タ,メ モ,コ ンピュー タソフ トウェア,マ ニ ュアル等の一定の表現形態を持 った もの として 「固

定」 された ものであ るの に対 し,「動的情報」 は,関 係性の中か ら生まれて くる情報であ る。「動

的情報」 は流動的であ り,常 に変化 しなが ら新 しい価値を生み出す(173-179ペ ー ジ)。

(9)エ フエ ムやつ しろは,1998年8月1日 に81番 目の コ ミュニテ ィFM放 送局 と して設立 され た。
エ フエムやつ しろは,地 元企業 と八代市の 出資(出 資金 は8,600万 円)に よる第3セ クターの放送

局であ る。エ リア内世帯数は,約85,000戸 であ り,可 聴範 囲は八代市,氷 川町,小 川 町,松 橋町,

熊本市の一・部,阿 蘇の一部,天 草沿岸の一・部であ る。放送時間は24時 間であ り,自 主制作番組は

全体の65%を 占め る。現在,竹 永淳一氏が社長を務めてお り,従 業員は約10名 であ る(エ フエム

やつ しろ ウェブペー ジ)。

⑩ 竹永淳一氏への筆者イ ンタビュー(2008年6月17日)に もとつ く。

-665(1707)一



第56巻 第3号

3.3地 域SNSに 媒 介 され た 「市 民 対 話 」 の 「活 動 シ ステ ム 」

八 代 市 が運 営 す る 日本 初 の 地 域SNSで あ る 「ご ろ っ とや っち ろ」(以 下 「ご ろ っ と」)

の 事 例 を 検 討 した い。 「ごろ っ と」 は八 代 市 に よ って 運 営 さ れ て い る地 域SNSで あ る。

2003年4月,八 代 市 情 報 推 進 化 計 画(IDの 推 進 の 一 環 と して,「 ごろ っ と」(当 初 は,BBS機

能 を 中核 と した 電 子 媒 体)の 運 用 を 開始 した 。rご ろ っ と」 の 目標 は 「市 民 の遊 び場 」 を

サ イバ ー スペ ー ス上 で 提 供 す る こ とで あ る。2007年7月 現 在,「 ご ろ っ と」の 会 員 登 録 者 数

は約3,400人,ア ク セ ス数 は月 間約16万 件 で あ り,行 政 公 式 サ イ トの ア クセ ス数 の3倍 に あ

た る(熊 本 県 八 代 市 ・ご ろ っ とや っ ち ろSNSプ ロ ジ ェ ク ト,2007)。 登 録 者(以 下,ユ ー

ザ ー)の 約7割 は 八 代 市 民 で あ り,ユ ー ザ ー の 平 均 年 齢 は約40歳 で あ る。 「ごろ っ と」 開

設 当初 は電 子 掲 示 板 を 中心 に据 え た ポー タル サ イ トで あ っ たが,サ イバ ー スペ ー ス上 で の

市 民 間 の 「つ な が り」 を可 視 化 す るた め に,後 に会 員 制 の採 用 とSNS機 能 の導 入 を 行 っ

た。 「ごろ っ と」 は地 域 の話 題 や 問 題 に関 心 の あ る人 々 をつ な ぐ媒 介 と して 高 い成 果 を 収

めて い る。

地 域SNSは,オ ン ラ イ ンで の社 会 ネ ッ トワー ク構 築 を 目的 とす る ポ ー タ ル サ イ トで あ

る。 「ごろ っ と」 の 成 功 を う けて,2005年 に総 務 省 は 政 策 形 成 に お け る市 民 参 加,市 民 間

の 双 方 向対 話 の促 進 と防 災 情 報 供 給 の手 段 と して,地 域SNSの 調 査 を 開始 した。 同 年 に

総 務 省 は,東 京 都 千 代 田区 と新 潟 県 長 岡市 との 協 力 を 得 て 実 験 運 用 を 開 始 した 。 この 動 き

に呼 応 す る よ う に全 国 で 地 域SNSの 導 入 が相 次 ぎ,2007年1月 末 現 在,地 域SNSの 数 は

200を 超 え る(庄 司他,2007)。

これ まで 市 民 一 地 方 自治 体 間 や 市 民 間 の 「対 話 」 を 促 進 す る政 策 は地 方 自治 体 レベ ル で

お こな わ れ て き た。1990年 代 後 半 以 降 の イ ン ター ネ ッ トの 急 速 な 普 及 に伴 い,地 方 自治 体

の 大 半 は政 策 決 定 へ の 市 民 参 加 を 促 進 す る た め に,電 子 掲 示 板 の 導 入 を 試 み た 。 しか し,

2002年 現 在 で733の 自治 体 がBBSを 導 入 した もの の,そ の大 半 は 「市 民 間 対 話」 の 有 効 な

ツ ー ル と して十 分 に 機 能 しな か った よ うで あ る。 庄 司 他(2007,64ペ ー ジ)はBBS運 営

の 失 敗 要 因 を次 の よ う に指 摘 して い る。1)多 くの 市 民 は,本 名 を 明 か した 上 で,個 人 的

な 意 見 を書 き込 む こ と に対 して 大 きな 抵 抗 を 感 じて い る。2)と て も強 い意 見 で 占有 され

るの で,多 くの 市 民 が 書 込 み を 行 う こ とを 躊 躇 す る。3)匿 名 を 使 った 「荒 し」 が 行 わ れ

る。4)運 用 に関 す る適 切 な 手 続 き とル ー ル を 確 立 して いな い。5)市 民 が 書 き込 ん だ 意

qD八 代市情報推:進化計画 は,政 府 によるe-Japan戦 略の策定を受 けて,住 民だれ もが平等 に情報

化の恩恵を受 け市民や行政が連携 し共 に地域情報化 に取 り組むためのガイ ドライ ンとして策定 さ

れた。計画期間 は平成20年 度か ら24年 度 までの5年 間であ る(八 代市,2008)。
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見を,政 策形成に反映させるシステムを構築 していない。地域SNSは,BBS運 営の失敗

要因を分析 したうえで導入されたものである。市民が安心 して利用できるようにす るた

め,会 員制を導入 し「荒 し」を防 ぐことにより,高 い信頼性を備えたシステムを構築 した。

市民は個人的な趣味や選好に応 じて,地 域における友人関係の拡大を目的としたサークル

を形成することができる。市民が知識を共有,創 造,活 用できるサイバースペース上での

「場」や地方 自治体の情報基盤 としての役割が期待されている。-
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図4「 ごろ っとや っちぢ」の トップペー ジ

次 に,地 域SNSで あ る 「ご ろ っ と」 の 「活 動 シ ス テ ム」(図7参 照)を 分 析 す る。 この

「活 動 シス テ ム」 に お い て,「 主 体 」 で あ るユ ー ザ ー は,「 ごろ っ と」(「道 具 」)を 媒 介 と し

て,活 発 な市 民 対 話(「 対 象 」)を 行 うユ ー ザ ー で あ る。 「ごろ っ と」 の 「コ ミ ュニ テ ィ」

は開 放 的 で あ り,ユ ー ザ ー が 協 働 しや す い環 境 で も あ る。 状 況 に応 じて ユ ー ザ ー 自身 が 八

代 市 と と も に使 用 上 の 「ル ー ル 」 を 設 定 し(「 ル ー ル生 産 の活 動 」),自 らそ れ に従 う。 「分

業 」 は機 能 的 に 専 門 化 して い る。 例 え ば,「 ごろ っ と」 の 書 き込 み を 点 検 す る ユ ー ザ ー グ

ル ー プ(「 ごろ っ と」 風 紀 委 員)や,「 ご ろ っ と」 の広 報 活 動 を行 うユ ーザ ー グル ー プ(「 ご

ろ っ と」 宣 伝 隊)な ど,自 己組 織 化 した グル ー プ に よ る柔 軟 な 「分 業 」 が 行 わ れ て い る。

「道 具 生 産 の活 動 」は八 代 市 に よ って行 わ れ て い る。 八 代 市 は2002年8月 に,市 の ウ ェ ブサ

イ トを充 実 す る た めの ワー キ ン グ グル ー プを 立 ち上 げ た。 同 グル ー プ は,他 の 地 方 自治 体
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のBBSを 研 究 した上 で,ウ ェ ブサ イ トと独 立 したBBSを 立 ち上 げ る結 論 を 出 した。

2003年4月 にBBS機 能 を 中核 と した電 子 媒 体 と して,「 ご ろ っ と」 の運 用 を開 始 した。

「ごろ っ と」 の 目標 は,「 市 民 の 遊 び場 」 を サ イバ ー スペ ー ス上 で 提 供 し,市 民 間 で 双 方 向

の 対 話 を可 能 にす る こ とで あ る。BBSべ 一 ス の 「ごろ っ と」 開 設 後 も,小 林 隆 生 氏(八 代

市 情 報 推 進 課 兼 ワ ー キ ン グ グル ー プ メ ンバ ー)は,「 市 民 の遊 び 場 」 にな る ポ ー タ ル サ イ

トの 研 究 を続 け た。 開 始 当初 は ア クセ スが 伸 び悩 ん だ た め,「道 具 」その もの を 見 直 す 必 要

が あ っ た。 小 林 氏 は,他 の 地 方 自治 体 が 運 営 す る電 子 掲 示 板 の 弱 み を 研 究 しな が ら,ワ ー

キ ングル ー プ に お け る 「道 具 一 生 産 活 動 」 を主 導 した。BBSベ ー スの 「ご ろ っ と」へ の ア

ク セ ス を 詳 細 に 分 析 した 結 果,小 林 氏 は,地 域 や 八 代 市 の 情 報 よ り も情 報 提 供 者 の プ ロ

フ ィ ー ルへ の ア クセ ス が 多 い こ と を突 き止 め た。 同 時 期 に,民 間SNSサ イ トのMixiを

知 り,個 人 情 報 が イ ンター ネ ッ ト上 で 公 表 され て い る こ と に衝 撃 を 受 けた 。 そ の 結 果,小

林 は,SNSは 市 民 間 の 「つ な が り」 を可 視 化 す る の に適 切 な 「道 具 」 で あ る と考 え る に

至 っ た。 そ して,こ の 体 験 がSNS導 入 の契 機 とな った。
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出所:小 林(2007)。

図5「 ごろ っとや っちろ」 アクセス数の推移

2004年12月 のSNS機 能 導 入 後,そ の効 果 は徐 々 に 現 れ た 。 登 録 メ ンバ ー数 と1月 当 た

りの ア ク セ ス数(図5参 照)は 共 に増 加 し,登 録 者 数 は約600人 か ら約3,000人(2006年12

月 現 在)に ま で増 加 し,ア ク セ ス数 は 約120,000(2006年12月 現 在)に ま で 増 加 した 。 ま

た,こ れ に関 連 して,ユ ー ザ ー 間 のつ な が りは可 視 化 さ れ る よ うに な った。SNSベ ー スの

一668(1710)一



地域 メデ ィアを媒介 と した 「市民間対話」 と市民活動の活動 システム分析(東 郷)

「ご ろ っ と」 は,多 様 な機 能 を 有 して い る(表1参 照)。 この 結 果,「 ご ろ っ と」 内 で ゆ る

や か で は あ るが ユ ー ザ ー 間 の ネ ッ トワー クが 構 築 され る こ と に よ って,ユ ー ザ ー 間 の 対 話

(「対 象 」)は活 発 化 した。 ユ ー ザ ー は趣 味 や 活 動 に応 じたサ ー クル を 作 って 情 報 の 交 換 や 共

有 を行 う だ けで な く,介 護,子 育 て な ど,ユ ー ザ ー 個 人 が 解 決 で きな い問 題 に対 して 問 題

に精 通 して い るユ ー ザ ー が ア ドバ イ スを 与 え る。 ユ ー ザ ー 間 の 対 話 が 活 発 にな れ ば,知 識

創 造 も 同様 に活 発 化 す る。 ユ ー ザ ー に よ って 作 成 され た 「防 災 マ ップ」 や,八 代 市 と連 携

した 「ペ ッ トの 里 親 探 しサ ー ビ ス」 な どの,知 識 創 造 に基 づ い た 「成 果 」 を もた ら した 。

表1「 ごろっとや っちろ」 の機能一覧

機 能 説 明

プ・フ・一ル 惹膿 本名や出馳 鞘 鰍 趣味などの欄 鐙

日 記 日記 を書 いて公 開できる

回覧版 「と もだち」 同士 で回覧版 を送信 できる

サー クル 趣 味や 目的別 のサークルを作 るこ とができる

がんがん パ ソコ ンや携帯電話 の画像 を送信 して掲載 できる

ごろっとペー ジWiki簡 単 にウ ェブペ ージを作成 して公 開できる

カ レンダー 日時や内容,そ の場所 の地 図 も登録 できる予定表

Q&A形 式 で質 問や相談 した り,そ れ らの質 問に回答 でき相談室

る

掲示板 慧 まなテーマで灘 鯖 報交換ができる掲示板を開設

リンク カテゴ リー別 におすす めサイ トを紹介す る

地 図 雑 黎 蟹 譲 計 ができる・また・会合の場所を告

出所:小 林(2007)。

オ ンラインでの活発な 「市民対話」はオフラインの活動(「 成果」を媒介 とした 「対象

の活動」)を 活性化する。第1に,ユ ーザーがオンラインで意見を形成 したうえで,八 代

市に対する問い合わせを行うケースが増加 した。こうした,市 民一地方自治体間のオンラ

イン上の対話が増えるにしたがい,市 民 地方自治体間の情報の共有が促進されるととも

に市民一地方自治体間の対話の質が向上 した。第2に,オ ンライン上の対話の 「場」を通

して 「動的情報」を発生させなが ら,実 践共同体の生成やそれを媒介とした市民活動が活

発になる。ユーザーは 「ごろっと」の日記を個人用だけでな く,自 身が主催するイベン ト

や所属する市民団体の日記として公開することができる。日記はプログ形式なので,ユ ー
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ザ ー は これ まで の 話 の 筋 道 を 容 易 に追 う こ とが で き る。 ユ ー ザ ー は,関 心 の あ るオ ン ラ イ

ン上 の サ ー クル へ の 参 加 や オ ンラ イ ンの 対 話 を き っか け と したオ フ ラ イ ンの 活 動 も活 発 化

す る。r学 晩会 」⑫ はそ の 一 例 で あ る。r学 晩会 」 は,「 ご ろ っ と」 を 情 報 交 換 拠 点 に据 え た

市 民 参 加 型 ま ち づ くり勉 強 会 で あ る(熊 本 県 八 代 市 ・ごろ っ とや っ ち ろSNSプ ロ ジ ェ ク

ト,2007)。r学 晩 会 」 は,地 域 社 会 に身 近 な 内容 を 学 習 テー マ に据 え て,ユ ー ザ ー あ る い

は市 民 間 の 情 報 交 換 や 相 互 学 習 の 機 会 を 提 供 して い る。 さ らに 「学 晩 会 」 を き っか け と し

て,「 ち び っ こ商 店 街 」(イ ベ ン ト名 と して は 「ち び っ こ"笑"店 街 」 と表 記)と い う新 し

い実 践 共 同体 が う まれ た。 「ち び っ こ笑 店 街 」は,商 店 街 の 空 き店 舗 で 小 学 生 の 児 童 に商 売

を体 験 して も ら う イ ベ ン トの 企 画 ・運 営 を 行 って い る。 「ち び っ こ商 店 街 」 は,「 ごろ っ

と」を通 じて,ま ちづ く りに 関心 を持 つ ユ ー ザ ー か ら様 々 な意 見 を募 り企 画 を練 り上 げ る。

運 営 に お いて は,メ ンバ ー や 「ご ろ っ と」 に意 見 を 書 き込 ん で い るユ ー ザ ー が ボ ラ ンテ ィ

ア とな って,チ ラ シ配 りや イベ ン トス タ ッフ と して イベ ン トの 運 営 を 支 え て い る。 この よ

う に 「市 民 間 対 話 」 の 「成 果 」 を 媒 介 と した新 しい市 民 活 動 が 盛 ん にな る こ と に よ って,

こ う した活 動 に参 加 す るユ ー ザ ー や 市 民 が 増 え,地 域 に お け る社 会 ネ ッ トワー クの 構 築 や

ア メ ニ テ ィ(地 域 イベ ン トの 活 性 度 な ど)の 充 実 を もた ら した と考 え られ る。 地 域SNS

に媒 介 され た 「市 民 間 対 話 」 の 成 果 とそ の 「成 果 」 を 媒 介 と した 「対 象 の 活 動 」 の 広 が り

は 「道 具 」 を開 発 した小 林 氏 の 想 像 を 超 え て い た と い う。

讃ン総離∵∴
出所:篠 原秀和氏提供。

図6ち び っこ"笑"店 街の様子

次 に,「 ごろ っ と」 は,「 市 民 の遊 び場 」 と して,サ イバ ー スペ ー ス上 の様 々 な 「越 境 者 」

を生 み 出 しつ つ あ る。 「越 境 者 」は,地 区 や 領 域 を 越 え た多 様 な 市 民 活 動 の 実 践 共 同体 に関

⑫ 篠原秀和氏(「 学晩会」・「ちびっこ商店街」運営者)へ の筆者イ ンタビュー(2008年1月21日)

にもとつ く。
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わる。従来の活動では出会うことができない人と出会い,彼 らや彼女らから様々な情報や

知恵などを得ることが可能になる。「越境者」は多様な活動の糸をよりあわせて,即 興的に

新たな活動を紡ぎだす役割を果たす。例えば,自 然災害時などの緊急時におけるオフライ

ンの救済活動や,「防災マップ」を通 じたオ ンラインでの情報提供活動を起こすことができ

る。完全に検証 してか ら情報を送信する地方自治体は,時 々刻々と状況が推移する災害情

報を十分に流すことはできない。一方,ユ ーザーは情報の正確さは地方自治体に劣るもの

の現場に近いところか ら,危 険箇所,安 否確認,食 料事情,避 難場所などに関する詳細な

情報をリアルタイムに送信することができる。さらに,ユ ーザーの情報に呼応 して,即 興

的な支援活動を創発する。以上のように,「道具」が地域SNSに 変化することによって,

既存の 「活動システム」のあらゆる側面が変化 しつつある。この過程において市民間の対

話が活発化 し,ネ ッ トワークが構築 され,そ れに伴 って市民活動や知識創造が活発化 した。

次節以降では,「ごろっと」をは じめとする新 しい地域メディアを縦横に活用する「越境者」

に焦点をあわせなが ら,よ りミクロな市民活動の 「活動システム」分析を行う。そこで,

このような地域メディアを使いなが ら環境保護活動を拡大 してきた活動家と,自 身が代表

を務める市民団体の 「活動システム」を考察 していく。

,へ・、一イー ゴ ・、 珀具:

ハ ・喪 甫星
1凋 蛆 署聖!、 ・闘1.【1釦蝉昌 軸帥輯咽

・コイーH、71皿:呂 性化

出 所:筆 者 作 成 。

図7地 域SNSに 媒 介 され た 「市 民 対 話 」 の 「活 動 シ ス テム 」
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3.4地 域 メ デ ィア の ユ ー ザ ー と して の 「越 境 者 」

本 節 で は,地 域 メデ ィア を十 全 に活 用 しな が ら八 代 で市 民 環 境 活動 を推 進 す る 「越 境 者 」

で あ る,松 浦 ゆか り氏 と彼 女 が 運 営 す る市 民 環 境 団 体 の 活 動 に注 目す る。 松 浦 氏 は熊 本 県

の 八 代 地 域 にお い て,環 境 保 全 の 活 動 家 と して 知 られ て い る。 彼 女 は これ まで 地 域SNS

を最 大 限 に活 用 しな が ら,そ の 活 動 の 幅 を 広 げて き た。 松 浦 氏 は,環 境 保 全 を 推 進 す る市

民 団体 で あ る,「 次 世 代 の た め に が ん ば ろ会 」(以 下,「 が ん ば ろ会 」)の 代 表 を 務 め て い

る(③。 「が ん ば ろ会 」 は2001年8月 に 設 立 され た 任意 の 市 民 団 体 で あ り,現 在 会 員 は約20名

で あ る。 「が ん ば ろ会 」 は民 ・官 ・学 で 構 成 さ れ る市 民 団 体 で あ り,提 案 で は な く実 践 を

重 視 す る 団 体 で あ る。 「が ん ば ろ会 」 の コ ンセ プ トは 「地 球 規 模 で考 え な が ら地 域 レベ ル

で 活 動 す る(　 　71Z'ηん910わα〃y,/1C'10Cα〃y)」 こ とで あ る。 「が ん ば ろ会 」 に よ る環 境 活 動 は

各 方 面 か ら高 い評 価 を 受 けて お り,こ れ まで 環 境 大 臣 賞(2008年),熊 本 環 境 賞(2007年),

リデ ュ ー ス ・リユ ー ス ・リサ イ クル 推 進 功 労 者 賞(2006年),肥 後 の 水 資 源 愛 護 賞(2006

年)な どを受 賞 して い る。 「が ん ば ろ会 」は,八 代 市 環 境 課 主 催 の市 民 環 境 研 究 会 ⑭ の メ ン

バ ー(平 成13-14年 度 期)⑮ が 中心 とな って 設 立 され た 。 この 期 の メ ンバ ー は八 代 の 地 域 環

境 の 向上 に対 す る強 い志 を 持 ち,研 究 会 で は議 論 を 通 して メ ンバ ー が 互 い に刺 激 を 受 け合

う よ う にな っ た。 積 極 的 に意 見 を 述 べ る メ ンバ ー と基 本 計 画 作 成 を 重 視 す る八 代 市 環 境 課

との 間 に は大 きな 乖 離 が 生 まれ ⑯,任 期 中 に 松 浦 氏 を 中心 と して メ ンバ ー が 自主 的 に 「が ん

ば ろ会 」 を設 立 す る に至 っ た。 参 加 メ ンバ ー の 大 半 は それ ぞ れ の 環 境 保 護 活 動 団 体 に属 し

て お り,彼 女 らや 彼 らは各 自の 活 動 と併 行 して,あ る と き は連 携 しな が ら,「 が ん ば ろ会 」

の 活 動 に従 事 す る よ う にな っ た。

こ う して 実 践 ベ ー スの 活 動 団 体 と して 設 立 した もの の,設 立 当 初,メ ンバ ー は活 動 に対

す る具 体 的 な 提 案 を 持 ち合 わ せ て いな か っ た。 この よ うな 状 況 の も とで,松 浦 氏 は 自身 の

息 子 が 通 って い た八 代 工 業 高 等 専 門 学 校(現:熊 本 高 等 専 門 学 校 八 代 キ ャ ンバ ス)の 森 田

洋 氏(現:北 九 州 市 立 大 学 国 際環 境 工 学 部 准 教 授 ・「が ん ば ろ会 」 顧 問)に 相 談 を 持 ちか け

⑱ 松浦ゆか り氏(次 世代のため にがんば ろ会代表)へ の筆者イ ンタビュー(2008年1月22日,2

月26日,4月20日,6月17日,9月20日,11月4日)に もとつ く。

ω1996年 に市民の声を反映 した環境行政を推進す るため に設置 された研究会であ り,現 在 も継続

中であ る。公募で選ばれた市民(任 期2年)は,研 究員 として,隔 年 ごと発表 され る環境基本計

画の内容 についての議論を行 う。

⑮ 市民環境研 究員(平 成13-14年 度期)の 任 期 は,2000年4月 か ら2002年3月 まで である。研 究

員の議論を まとめた環境基本計画は2002年2月 に発行 された。松浦氏は,市 民環境研究員を1期

(平成13-14年 度期)務 めたあ と,平 成20-22年 度期 に再び研究員を務め ることにな った。

⑯ この時期 の環境研究 会 につ いての市役所 側の認識 は,松 浦氏 をは じあ と した市 民研究員 か ら

様 々な意見が積極的 に出 されて いたが,内 容が多岐 にわた るうえ に,現 実性が極めて低い意見 も

多 く環境基本計画の作成 は難航 した,と いうものであ った(八 代市環境課 中川順一氏への筆者

イ ンタビュー,2008年10月31日)。

-672(1714)一



地域 メデ ィアを媒介 と した 「市民間対話」 と市民活動の活動 システム分析(東 郷)

た。 森 田氏 は カ キ殻 に よ る河 川 洗 浄 を 松 浦 氏 に提 案 した。 カ キ殻 の カル シ ウ ムが,水 中の

(合成 洗 剤 に含 ま れ て い る)リ ンと結 合 す る こ と に よ って 水 が 浄 化 され る。 川 床 に は大 量 の

リ ンが 存 在 して お り,河 川 の 富 栄 養 化 の 原 因 にな る。 カ キ殻 の 成 分 で あ る カル シ ウ ム は,

水 中 に溶 け た リ ンを 分 解 す るだ けで な く,カ ル シ ウ ムが 河 川 の 有 用 微 生 物 の 栄 養 源 にな っ

て 浄 化 され るの で あ る。 カ キ殻 表 面 の 粗 い部 分 は微 生 物 が 定 着 しや す く,浄 化 に効 果 的 で

あ る。 こ う した カキ 殻 の 効 用 に よ って,水 中の 化 学 的 酸 素 要 求 量(COD:ChemicalOxy-

genDemand)の 数 値 は 低 下 す る。CODの 低 下 は,有 機 成 分 や 有 害 物 質 を 分 解 す る カ ワニ

ナな どの 水 棲 生 物 の 増 加 を も た ら し,水 質 浄 化 が 一 層 促 進 され る。 この カキ 殻 を 利 用 した

河 川 の 水 質 浄 化 活 動 が,後 に 「が ん ば ろ会 」 の コ ア活 動 に な る 「か き が ら祭 り」 に つ な

が って い く。2002年6月 に 「が ん ば ろ会 」主 催 の 第1回 「か き が らま つ り」 が 開催 さ れ た。

「か き が ら まつ り」 に は,地 元 の 漁 協,八 代 市 長,市 職 員 や地 元 小 学 生 が 参 加 した。 参 加

者 は約2ト ンの か き殻 を 収 集 して,市 内宮 地 地 区 の 新 川 に投 与 した 。 当 時 の 様 子 を 地 元 の

新 聞 社 が 取 材 した こ とが 八 代 地 域 に お いて 「が ん ば ろ会」の知 名 度 を高 め る こ とに な った。

その 後,回 を追 う ご と に参 加 団 体 ・参 加 者 と も に増 加 した。 約3団 体 ・30名 の 参 加 者 で ス

タ ー トしたが,5年 後 に は約40団 体 ・1,000名 以 上 に増 加 した ⑰。 特 に,公 的 部 門(国 土 交

通 省,熊 本 県,八 代 市 な ど)の 参 加 に よ って 活 動 に 「お墨 付 き」 が 与 え られ,市 民 が 安 心

して 参 加 で き る行 事 と して の 認 識 が 高 ま っ た。 「が ん ば ろ会 」 は,「 か きが ら祭 り」 を 皮 切

りに さ ま ざ まな 行 事(ピ ー ス ロ ウ ソ ク,出 前 授 業 な ど)を 手 が け る よ う にな る。 また,地

方 自治 体 が 主 催 す る フ ォー ラ ム に も参 加 す る よ う にな り,地 元 に根 を 張 った 環 境 活 動 を ア

ピール して い る。

松 浦 氏 は これ まで,様 々な 領 域 とネ ッ トワー クを 横 断 す る 「越 境 者 」 と して 行 動 して い

る。 彼 女 は 「ご ろ っ と」 設 立 時 か らサ イ ト内 に,自 身 の プ ロ グを 開 設 し,環 境 に対 す る想

い や 「が ん ば ろ 会 」 の 活 動 状 況 に つ い て の情 報 を 活 発 に発 信 して い る。 「が ん ば ろ会 」 の

プ ロ グ を媒 介 と して,ユ ー ザ ー との 間 で 双 方 向 の コ ミュニ ケ ー シ ョンが 行 わ れ,環 境 にか

ん す る意 見 交 換 や 「が ん ば ろ会 」 の 活 動 に対 す る フ ィー ドバ ックが 行 わ れ て きた 。 また,

プ ロ グ に 「が ん ば ろ会 」 の ウ ェ ブペ ー ジの リ ンクを 貼 り付 け る こ と に よ って,「 ごろ っ と」

外 部 に あ る 「が ん ば ろ会 」 ウ ェ ブペ ー ジへ の ア クセ スが 向 上 した。 次 に,松 浦 氏 は,イ ベ

⑰ か き殻 まつ りの第3回 目か ら生徒を引率 して参加 した丁畑佐代氏(当 時,八 代南高校教諭)は,

「がん ばろ会」 の活 動に興味 を持 ち,退 職 後に入会す る。丁畑氏 は,自 身の人脈 を生 か して,学

校関係者 にか き殻 まつ りへ の参加を 呼びか けた。 その後,学 校か らの参加者数 は大幅 に増加 し

た。 この人脈 は,後 述の ライ トダウンにも生か され,学 校関係者か らの支援の取 りつ けを容易に

し,ラ イ トダウン活動の推進 に貢献 した。
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出所;次 世代のためにがんばろ会(2008)。

図8新 川でかき殻を投与する参加者

ン トの直前には,「 ごろっと」を使って活動の告知や活動支援を呼びかけ,イ ベントを支

えるボランティアスタッフを招集 してきた。「ごろっと」のユーザーの中には地元報道機

関の社員が含まれており,プ ログでのイベン トのお知らせが新聞などの紙媒体に掲載され

る。「ごろっと」を活用することによって,松 浦氏は 「がんばろ会」の活動情報を効果的

に流せるようになるだけでな く,顔 も知らないユーザーとのネ ットワークを構築すること

ができるようになった。このように,「ごろっと」によって媒介される複数の情報チャンネ

ルを活用 しながら,「がんばろ会」の活動を拡大 してきた。

オフラインの環境活動において,松 浦氏は参加者に 「場」を提供 しなが ら,「かきがら

祭 り」を充実 させている。「かきが ら祭 り」では,か き殻投与の後,環 境活動を行 う諸団

体は,宮 地小学校運動場において活動状況をアピールする。こうした 「場」を通 じて,彼

女は将来の環境活動を支える担い手を発掘 している。後述するように,実 際に複数の次世

代の担い手が 「がんばろ会」の活動に参加 し,そ の経験を生か してそれぞれ新たな団体を

立ち上げて,独 自の環境活動を行 っている。「かきがら祭 り」を通 じた社会ネ ットワークを

形成することによって,松 浦氏は地域の環境活動の拡大や充実に寄与する重要な役割を

担っている。

地域メディアに媒介された 「がんばろ会」の 「活動システム」は,次 のとお りである。

「がんばろ会」は,自 分たち自身の問題関心に基づいて,能 動的に活動を展開 してきた活

動主体である。「がんばろ会」は地域メディアを使いながら,そ の活動の 「対象」である

環境保護活動を効率的かつ効果的に促進 している。「主体」である 「がんばろ会」は,複

数の環境団体が創設 したネッ トワーク型組織である。「主体」と活動の 「対象」を媒介す
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地域メディアを媒介とした 「市民間対話」と市民活動の活動システム分析(東 郷)

る 「道具」は,「 ごろっと」 とエフエムやつ しろである。 これらの新たな地域メディアは,

技術的に双方向の対話を可能にすることによって,市 民に活動へのアクセスを提供 してい

る。rが んばろ会」はこれまで,こ うした新たな地域メディアの特性を活かしながら,そ

の活動を拡大 してきた。たとえば,イ ベン ト直前 には訴求性の高いエフエムやつ しろを

使って,活 動への参加を呼びかけている。その際に,イ ベン トに参加 した経験のある小学

生を番組に出演させるようにして,参 加者のモチベーションを高める工夫を行っている。

さらに,「がんばろ会」のイベン ト参加者に関するコメントを 「ごろっと」内の日記 に書

きこみなが ら,ユ ーザーの興味を引きつける。その結果,ユ ーザーから 「がんばろ会」に

対する積極的なフィー ドバ ックや活動支援の申し出を受けている。

「がんばろ会」の活動は会員だけでなく,活 動支援者から成 り立つ。「がんばろ会」の活

動における 「ルール生産の活動」は,婦 人会や自治会のように既存の地域社会のルールの

維持を前提とするものではな く,状 況の変化に応 じなが ら柔軟に活動のルールを生成 して

いる。松浦氏はメンバー個人の生活を尊重 しており,「やれるときにやれることをやる」と

いう前提のもとでルールが生成される。この柔軟性を持つ活動のスタイルは 「ごろっと」

の活用に適 しており,興 味がありかつ時間の都合がつ くユーザーにできる範囲のことを応

援 してもらう方式をとることで,ユ ーザーにとって心身的な参加障壁を低 くするように心

がけている。加えて,松 浦氏は各メンバーの価値観とアイデアを重視 してお り,メ ンバー

が自由な発想で実践を自己組織化することを奨励 している。このスタイルは,地 域の若者

や女性の活動参加へのモチベーションを高めるのに貢献 している。こうした地域メディア

を媒介とした 「がんばろ会」の活動の 「成果」として,新 川の水質改善だけでな く,八 代

における会の認知度の向上や公的部門による活動への「お墨付き」の付与があげられる。以

上のように 「がんばろ会」は,地 域メディアと各メンバーが保有する資源を最大限に活用

することによって,活 動の企画 ・運営能力を構築 してきた。

3.5市 民環境活動の世代間をつなぐ 「越境者」

松浦氏はセクター,地 域,性 別,年 齢,活 動領域の境界を越えた多種多様な人々を巻き

込むように努めてきた。この中で松浦氏は,前 世代の実践を引き継 ぐだけでな く,そ れを

次世代に受 け渡す世代間の 「越境者」としての役割を果たしている。「がんばろ会」は,

前述のように複数の市民団体の集合体であり,複 数の団体 に所属 しているメンバーも多

い。「がんばろ会」は,先 輩団体が持つ知識 と社会ネ ットワークを活用 し,あ るいは,そ

れ らを文脈 に応 じて再構成 してきた。 この過程で,先 輩団体 との間での知識の 「変移
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図9地 域メデ ィアに媒介 された 「がんばろ会」の 「活動 システム」

(transition)」(Beach,2003)(1紛 や認 識 の共 有 な どが促 進 され た。 松 浦 氏 は,「 が ん ば ろ会 」

設 立 当初 の 参 加 団 体 で あ る 「ネ イ チ ャー や つ し ろ」な どの知 識 や ノ ウハ ウ を 吸収 しな が ら,

環 境 に対 す る意 識 や 環 境 問 題 の 取 り組 み 方 を 習 得 して き た。

「ネ イ チ ャー や つ しろ」⑲ は 「日常 生 活 の 中で 出来 る事 を 自 らが 実 践 し,地 域 に根 差 した

活 動 を行 う こ と」を 目標 に,1998年4月 に設 立 され た市 民 任 意 団体 で あ る。 「ネ イ チ ャー や

つ しろ」 は,宮 地 地 区 を 中心 と して 活 動 して い る。 主 な 活 動 と して,1)環 境 啓 発 活 動,

2)学 校 に お け る 出前 授 業,3)廃 油 を 使 用 した 「い草 石 鹸 」 の 製 造 ・販 売 が あ げ られ る。

「い草 石 鹸」は減 農 薬 で 栽 培 され た染 料 を 使 って いな い藺 草 と廃 油 を 使 った リサ イ クル 石 鹸

で あ り,藺 草 の 効 能 を 生 か した強 い殺 菌 力 が その 特 徴 で あ る。 な お 殺 菌 効 用 につ いて は,

北 九 州 市 立 大 国 際 環 境 工 学 部 の 森 田洋 氏 に よ り科 学 的 に立 証 さ れ て い る。 「ネ イ チ ャー や

つ しろ」 は,後 輩 団 体 の 「が ん ば ろ会 」 の 活 動 を 全 面 的 に支 援 して い る。 と くに濱 田氏 は

「が ん ば ろ会 」の設 立 に参 画 し,松 浦 氏 の 相 談 役 と して 支 援 して きた 。 濱 田氏 は これ まで 蓄

㈱ 「変移」 は学習主体 と社会的活動の関係の発達的変化を表わす ものであ る。Beach(2003)は,

知識 はたん に移送 され るので はな く,変 化す る学習主体 と社会的組織の中で織 り込まれ ると主張

した。 これを知識の 「増殖(propagation)」 と表現 した うえで,知 識が社会的時空間を超えて増

殖す る事象を 「共変移(consequentialtransition)」 とい う概念 で とらえてい る(pp。39-43.)。

⑲ 濱 田律子氏への筆者イ ンタビュー(2008年2月26日,6月16日,9月19日)に もとつ く。
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積 してきたノウハウを松浦氏に提供 している。「かきがら祭 り」では 「がんばろ会」は,

「ネイチャーやつしろ」の宮地地区における信頼 と宮地小学校やPTAか らの協力を資源

として活用 し,宮 地小学校と小学校の裏側を流れる新川を 「かきがら祭 り」の会場として

利用することができた。 これにより,「かきがら祭 り」の運営においては,濱 田氏が実行

委員長を務めている。

松浦氏は,先 輩団体である 「ネイチャーやつしろ」の知識や実践を受け継ぎながら,「が

んばろ会」の活動を拡大する中で,次 世代を担う若手の発掘と彼らまたは彼女らに対する

活躍の 「場」を提供 してきた。初期の 「かきが ら祭 り」のプログラムは,「ネイチャーや

つ しろ」による環境劇などの,前 世代が提供するコンテンツが目立ったが,回 を追うごと

に地元の高校生や大学生などの次世代が行うコンテンツが徐々に増えていった。2008年 に

行われた第6回 「かきが ら祭 り」では環境ブースを設定 し,次 世代の担い手が自身の活動

をアピールできる 「場」を提供 しただけでな く,環 境ブース紹介の司会進行を,以 前エフ

エムやつ しろの高校生制作番組で活躍 していた大学生に任せた。こうして,松 浦氏は次世

代の若者に活躍の 「場」を提供 し,次 世代による新 しい実践を取 り入れなが ら,「かきが

ら祭 り」自身のマンネ リ化を防いでいる。こうした松浦氏の世代間の 「越境」の取 り組み

は新 しい活動家と実践を生み出しつつある。松浦氏は,2007年 に 「地球温暖化防止を八代

か ら世界へ」(COBYS)を 立ち上げた福岡大造氏や2008年 に 「ECO推 進宣会」を設立 し

た小佐井慎也氏など,次 世代にあたる八代の環境保護活動の担い手を支援 している。これ

ら2団 体は 「がんばろ会」の兄弟団体であり,「がんばろ会」(と くに松浦氏)の 支援を受

けなが ら,新 しい実践に取 り組んでいる。松浦氏は自身が蓄積 していた形式知(申 請者 ・

団体規約の書き方など)と 暗黙知(イ ベン トの企画と運営,人 脈作 り,広 報活動など)を

提供 している。

「地球温暖化防止を八代から世界へ」⑳(以下,COBYS)は,産 業廃棄物協会八代支部の

メンバーである福岡大造氏や金崎眞一氏が中心となって,2007年 ⑳に設立された団体であ

る。濱田 ・松浦の両氏は,理 事会のメンバーとしてCOBYSに 参加 している。COBYSは

「ライ トダウン」などのイベ ントを通 じて地球温暖化防止を市民に呼びかけている。これま

で行 ってきた活動は 「ライ トダウン」,「不都合な真実」の映画上映会,「 ピース ・ロウソ

ク」などがあげられる。COBYSは,市 民だけでな く企業を取 り込んだ環境活動を行って

いる。主催活動以外では,「がんばろ会」主催の 「かきがら祭 り」や2008年 に 「ECO推 進

⑦① 福岡大造氏への筆者インタビュー(2008年6月15日)に もとつく。
⑳COBYSと して組織化されたのは2007年だが,実 質の活動は2006年から行われている。
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宣会」が主催 したECO市 に参加 している。

「地球温暖化防止を八代から世界へ」の中心人物である福岡氏は、東京の大学を卒業 した

後に八代に帰郷 し,父 が経営する建設会社に入社 した。その後,仕 事で日本製紙の廃棄物

(灰)の 無害化の事業に20年近 く携わ り,こ の事業を通 して次第に 「ごみや廃棄物の再資

源化に基づ く循環型社会のモデルを八代につ くる」志を持つようになった。そのころ八代

市は,2005年 の市長による 「八代エコポー ト構想」却下を受けて,ご み分別センターの計

画を進めていた。八代市が各企業に出したアンケー トに,福 岡氏は 「この街から出たごみ

は循環できる」と記入 して提出した。これが、産業廃棄物協会八代支部の金崎眞一氏が中

心となったリサイクル検討委員会の目に留まり、検討委員会への参加を勧められた。検討

委員会に入った福岡氏は,ご みの分析やごみの処理方法に関する報告書を作成 し市長に提

出した。 しか し,そ の後の進展はなかった。そこで,福 岡氏は見切 りをつけて産業廃棄物

協会が主体となって環境事業を行うことを決意する。産業廃棄物協会が主体となった環境

事業を模索 していた福岡氏は,同 時期に,松 浦氏の子供と自身の子供の小学校が同じで,

以前たまたま名刺交換 していたことを思い出し,松 浦氏に相談を持ちかけた。そこで松浦

氏は市民ができるイベ ントとして,「 ライ トダウン」を提案 した。こうして,「COBYS」

の前身になる活動が生まれた。産業廃棄物協会のメンバー,松 浦氏,濱 田氏,丁 畑氏など

を中心として,「 ライ トダウン」の準備が始まった。

福岡氏は,松 浦氏から活動PR方 法についてのア ドバイスを受け,地 元メディア,地 元

企業,学 校を回 り,「ライ トダウン」への協力を要請 した。 さらに,松 浦氏から 「ごろっ

と」を紹介され,自 身のプログで,環 境に対する想いを書き綴った。書き出し当初は内容

が硬 く,ユ ーザーか らの反応は少なかったが,読 み手を意識 した内容になるにつれて,次

第にユーザーか らの反応が活発化 した。さらに産業廃棄物協会八代支部として,エ フエム

やつ しろに 「ライ トダウン」のコマーシャルを打 った。「ライ トダウン」の存在を知 らせ

るために,オ ンラインとオフラインの複数のルー トを使って,市 民に 「ライ トダウン」へ

の参加を呼びかけた。こうして2006年12月 に,多 くの市民や企業(大 型商業施設やパチン

コ店など)の 協力を得て 「ライ トダウン」が行われた。その後,八 代で福岡氏の活動が認

知されるようになった。2007年12月 の第2回 「ライ トダウン」では八代市,同 教育委員会,

学校などが協力 し,さ らに,エ フエムやつ しろは1時 間番組を組むようになった。そして,

2007年 には 「地球温暖化防止を八代か ら世界へ」として組織を立ち上げた。産業廃棄物協

会八代支部長の金崎氏が理事長とな り,産 業廃棄物協会八代支部から福岡氏を含めた3名

に加えて濱田氏,松 浦氏,丁 畑氏などがメンバーとして加わった。COBYSは おもに企業
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の立場か ら循環型社会に向けての実践可能な提案を引き出しながら,活 動を行っていくこ

とを目的としている。「生産一販売一消費一廃棄」のサイクルを形成 している経済システム

を変えていく,つ まり,廃 棄物の再資源化か ら新 しいビジネスを興 していく 「循環型内発

経済」のモデルを八代か ら発信 していくことを目指 している。

イオ ン八代店

八代の某パ チンコ店

闇
.:

コ

」 臓 馳 パ 缶 認{申 ・
、

、
一:1

.
■■1_一 ¶ 唖1七 」 司ト 占_

出所:次 世代のため にがんば ろ会(2008)。

図102006年 に12月25日 午後8時45分 ～午後9時 ライ トダ ウン中の八代市内の様子

ライ トダ ウン前(写 真:上)と ライ トダ ウン中(写 真:下)

「ECO推 進 宣 会 」⑳ は 「が ん ば ろ 会 」 の 活 動 に参 加 して い た小 佐 井 氏 が2008年1月 に立

ち上 げ た団 体 で あ り,2008年4月 に第1回ECO市 を 主 催 した 。ECO市 は,来 場 者 に地 球

環 境 へ の 負 荷 低 減 の 提 言 を 行 う来 場 者 参 加 型 イベ ン トで あ る。ECO市 の趣 旨は,1)地 球

温 暖 化 や 環 境 破 壊 が 叫 ば れ る 中 で,私 た ちが 気 付 い て 自 らが 行 う こ と が で き る実 践 の 発

見,2)モ ノ や 生 命 を大 切 に す る心 の洒 養,3)八 代 地 域 の 発 展 と活 性 化 で あ る。ECO

市 の 特 徴 は,第1に,こ れ まで の 環 境 団 体 中心 の 活 動 で はな く,エ コ に関 係 を もた な い他

の ア ク タ ー(企 業,店 舗,市 民 な ど)を 取 り込 み,各 自の 文 脈 の 中で で き る こ と行 う こ と

で あ る。ECO市 に参 加 した民 間 企業 は,そ れ ぞ れ の立 場 か らエ コへ の取 り組 み を行 った。

た とえ ば,ス プ ー ンを 持 参 す れ ば5円 お ま けす る ソ フ トク リー ム屋 さん や,マ イバ ッグ持

参 の 来 場 者 に お菓 子 を サ ー ビスす るパ ン屋 さん な どが 例 と して あ げ られ る。 第2に,小 佐

⑳ 小佐井慎也氏への筆者イ ンタビュー(2008年6月15日)に もとつ く。
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井氏と同世代の若者が楽 しくエコに取 り組めるイベン トである。来場者は,1)ダ ンボー

ル生ごみ堆肥化,2)自 転車発電,3)洗 剤を使わない食器洗い体験,4)八 代産の農産

物で調理された料理の試食などを体験できる。来場者は食器,箸,コ ップ,買 い物袋など

を持参することが奨励される。このように,ECO市 のおもしろさは,環 境活動家では思い

つかなかったアイデアがでて くるところにある。他の領域の人が具体的な活動を示すこと

ができると,「身近な活動」が見えてくる。ECO市 を媒介とした 「エコへの新 しい実践」

が生まれる可能性がある。ECO市 は 「がんばろ会」やCOBYSの 協力のもとで行われた。

松浦氏,濱 田氏,福 岡氏は企画会議か ら参加 し,運 営内容や方法に関する議論,な らびに

ECO市 の運営を支援 した。

小佐井氏は地元の高校を卒業 した後,会 社勤務を経て,友 人の父が経営する造園会社に

就職する。造園の仕事に手ごたえを感 じ始めた小佐井氏は独立を考え,仕 事の休日を利用

して営業を行っていった。 しばらくは造園会社の仕事を行うかたわら,個 人の顧客の仕事

を行っていた。ある程度の顧客を確保できたときに,小 佐井氏は独立を決意 した。独立に

は,エ ネルギーと行動力が必要であり,独 立時の行動力は,後 のECO推 進宣会立ち上げ

とECO市 の企画につながる。独立後,さ らなる営業を進めていたときに,小 佐井氏はイ

ンターネ ットで 「ごろっと」の存在を知る。当時,イ ンターネ ットを使って宣伝する造園

会社は八代にはなかったので,小 佐井氏は,宣 伝媒体 として 「ごろっと」を使うようになっ

た。「ごろっと」内に自身のプログを開設 して仕事のPRを 行うだけでなく,興 味ある話

題を持つユーザーの日記に書き込みを行うようになった。これがきっかけで顔や名前を知

らないユーザーとオンライン上で友達関係にな り,そ の後 「ごろっと」ユーザーのオフ会

に参加するようになった。オフ会では他のユーザーとの親睦を深め,名 刺を配 りながら,

造園の営業をおこなった。

ユーザーの日記への書き込みを していく中で福岡氏の日記と出会い,2006年12月 に行わ

れた第1回 「ライ トダウン」の手伝いをするようになる。そのころ,本 業での仕事を通 し

て生態系と樹木の変化が理解できるようにな り,一 層環境に興味を持つようになった。続

いて,2007年4月 に福岡氏 らが主催する 「不都合な真実」上映会のボランティア(会 場案

内)に も参加 し,そ こで松浦氏と出会った。この出会いをきっかけに小佐井氏は 「かきが

ら祭 り」に参加するようになった。小佐井氏は当時,「環境運動を行う人を特別な人」と

認識 していたが,松 浦氏と知 り合 ったことで身近 に感 じるようになった。「がんばろ会」で

の実践を通 じて身近な環境活動を体験するとともに,造 園業の仲間にも身近な実践を啓発

するようになった。そして,「がんばろ会」の活動 に参加するうちに,自 身の環境活動を
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地域メディアを媒介とした 「市民間対話」と市民活動の活動システム分析(東 郷)

実践することを考えるようになった。以上で概観 した次世代の担い手たちは,松 浦氏と同

様に,自 分たちでできること考えながら実践 している。

出所:小 佐井慎也氏提供。
図11洗 剤を使用せずに再利用食器を洗う参加者

こうした世代間やセクター間を横断 した市民活動が形成される過程において,松 浦氏は

ネ ットワークの編集者としての役割を担い様々な 「主体」か ら事業に必要な資源を調達 し

てきた。松浦氏は様々な情報チャネルを使いながら,「場」の生成,「 場」における主体間

の相互作用の促進,「場」の連結を行 ってきた。「場」を共有 した団体は,活 動に対する考

え方を共有 し,文 脈に応 じた協力関係(分 業体制)を 形成することによって,各 団体はこ

れまで蓄積 してきた知識 と資源を提供する。 さらに,協 働する機会が増えれば,「場」に

おける最小有効多様性と冗長性が高まるので,文 脈に応 じて主体間の知識を組み合わせな

が ら新 しい知識と実践を創造することができる。このような主体間の関係性は,自 己組織

化 したネ ットワークを構築すると共に,自 己超越的な活動のあるべき姿を示す 「知識 ビ

ジョン(knowledgevision)」 と,「場」における対話や実践の創造過程から生み出される

知識の集積である 「知識資産(knowledgeassets)」(NonakaandToyama,2002)の 共

有を促進することになる。つまり,各 「主体」が 「八代における環境活動を通 した持続可

能な社会の実現」を志向する活動と知識創造を行うようにな り,文 脈に応 じた連携が可能

になる。松浦氏は,一 定の団体が常にリーダーシップをとるのではな く,イ ベン トの内容

や性格に応 じてふさわ しい団体が リーダーシップをとり,残 りの団体は裏方として協力す

る関係性を維持 していくことを重視 している。主体間のこのような関係性は,新 しい活動
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の提案や次世代の出現を容易にするだけではな く,主 体間の互恵性を高あることができ

る。

4.本 研 究 で 得 ら れ た イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン と 今 後 の 研 究 課 題

最 後 に,本 研 究 で 得 られ た イ ン プ リケ ー シ ョン と今 後 の 研 究 課 題 を 提 示 す る。 まず,第

1の イ ンプ リケー シ ョン と して,「 活 動 シス テ ム」 の 「拡 張 的学 習 」 の過 程 に お い て,「 道

具 」 が 重 要 な 役 割 を 果 す こ とを 明 らか に した点 が あ げ られ る。 公 民 館,掲 示 板,市 報 か ら

地 域SNSへ と 「道 具 」 が 変 化 す る に つ れ て,既 存 の 「活 動 シ ス テ ム」 の あ らゆ る側 面 が

変 化 す る。 第2に,新 しい実 践(イ ノベ ー シ ョ ン)の 発 生 過 程 に お い て,「 道 具 」 が 重 要

な 役 割 を 担 う こ と を 明 らか に した点 が あ げ られ る。 「市 民 対 話 」 を 媒 介 す る 「道 具」 で あ

る,地 域SNSは,オ ン ラ イ ン とオ フ ライ ン双 方 で,多 様 な 「主 体 」 を結 合 させ た 「境 界

オ ブ ジ ェ ク ト(boundaryobject)」(StarandGriesemer,1989)と して 捉 え る こ とが で

き る。Engestr6metal.(1999)が,医 療 組 織 間 の協 働 に よ る医 療 サ ー ビス供 給 の 「活 動

シ ス テ ム」 の 分 析 を 通 じて 明 らか に した よ う に,本 研 究 の 事 例 分 析 にお いて も,こ の 境 界

オ ブ ジ ェ ク トは領 域 横 断 的 な 主 体 間 の 知 識 の 変 移 と創 造 を 促 進 す る 「場 」を提 供 して き た。

特 に,地 域SNS「 ごろ っ と」 は,「 市 民 の遊 び場 」 と して,オ ン ライ ン上 の 様 々な 「越 境

者 」 を生 み 出す 機 能 を 備 え て お り,こ れ らの 「越 境 者 」 は,地 区 や 領 域 を 越 え た 多 様 な 市

民 活 動 を創 造 す る役 割 を 担 って い る。 「越 境 者 」 は 「ご ろ っ と」 を 媒 介 と した 活 発 な 「市

民 間 対 話 」 を通 じて,従 来 の 「活 動 シ ス テ ム」 で は 出会 う こ とが で きな い 「主 体 」 と 出会

い,様 々な 情 報 や 知 恵 を 得 る と い うか た ちで,ユ ー ザ ー 間 の 相 互 学 習 が 促 進 して い る。 そ

して,こ の相 互 学 習 は,新 しい知 識 と活 動 の創 造 の 源 に な って い る。 ま た,「 越 境 者 」 は

新 しい活 動 を創 発 す るだ けで な く,既 存 の 活 動 か ら新 しい活 動 を 即 興 的 に紡 ぎだ す 役 割 を

果 たす 。 つ ま り,「 ごろ っ と」 は,そ の高 度 な双 方 向性 を生 か して,「 ノ ッ トワー キ ン グ」

を促 進 させ る媒 介 と して 機 能 して い る。

第3に,活 動 の 「主 体 」 に よ る 「道 具」 の 「我 有 化(appropriation)」(Giddens,1990)

を あ げ る こ とが で き る。 「ごろ っ と」は八 代 市 が提 供 して い る地 域 メ デ ィア で は あ る が,そ

れ を媒 介 と した コ ミュニ ケ ー シ ョ ンのル ー ル に つ い て は,公 民 館 や 市 報,初 期 のBBSに

よ る 「ご ろ っ と」 と は大 き く異 な り,実 際 に それ を 利 用 す る ア ク テ ィ ブな ユ ー ザ ー の 意 見

が 色 濃 く反 映 され て い る。 この よ う に,行 政 の 当初 の 想 定 を 超 え た 水 準 で,ユ ー ザ ー が 使

いや す い よ う に 「我 有 化 」 され た 「ご ろ っ と」 は,ユ ー ザ ー に と って 大 変 使 いや す い 「道
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地 域 メデ ィ アを 媒 介 と した 「市 民 間 対 話 」 と市 民 活 動 の 活 動 シス テ ム 分 析(東 郷)

具 」 と し て,日 々 構 築 あ る い は 再 構 築 さ れ 続 け て い る 。 例 え ば,「 ご ろ っ と」 内 で 自 身 の

日 記 や サ ー ク ル を つ く る こ と に よ っ て,活 動 主 体 で あ る ユ ー ザ ー は,目 的 に 応 じて 「道 具 」

を 使 い 分 け て い る こ と が 明 らか に な っ た 。 特 に,ネ ッ トワ ー ク の 編 集 者 は,地 域 メ デ ィ ア

を 自 らの 活 動 を 拡 張 す る 「道 具 」 と して 使 い こ な す こ と に よ っ て,文 脈 に 応 じた 知 識 と 活

動 の 創 造 を 促 進 して い る 。

最 後 に,本 研 究 の 限 界 点 と し て 次 の 点 が あ げ ら れ る 。 第1に,本 研 究 は 「活 動 シ ス テ ム 」

内 の 主 体 間 の 権 力 関 係 を 明 確 に 捉 え て い な い 。 八 代 市 が 提 供 す る 地 域 メ デ ィ ア を 媒 介 と し

て 創 造 さ れ た 新 し い 活 動 と 知 識 は,必 ず し も,す べ て の 八 代 市 民 と っ て 好 ま し い 状 況 を 生

み だ して い る と は 限 らな い 。 自 治 会 を 中 心 と し た 地 縁 組 織 に よ る 市 民 活 動 は い ま だ 地 域 社

会 に お い て 大 き な 影 響 力 を も ち,環 境 団 体 の 活 動 と 相 容 れ な い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 本 研

究 の 分 析 枠 組 と して 用 い た 活 動 理 論 は,「 活 動 シ ス テ ム 」 に お け る 主 体 間 の 役 割 関 係 と 役 割

間 の 「矛 盾 」 を 分 析 す る こ と は で き る が,主 体 間 の 権 力 関 係 に つ い て は,こ の ま ま で は 十

分 に 捉 え る こ と が で き な い 。 し た が っ て,理 論 を 補 強 しな が ら,八 代 の 地 域 社 会 で 活 動 す

る 地 縁 組 織 と 市 民 団 体 と の 権 力 関 係 を 視 野 に 入 れ た 市 民 活 動 の 「活 動 シ ス テ ム 」 の 分 析 を

行 っ て い く必 要 が あ る 。 第2の 限 界 点 と して,本 研 究 は 地 域SNS「 ご ろ っ と 」 の 成 果 を 十

分 に 示 し て い な い こ と が あ げ られ る 。 「ご ろ っ と 」 に よ る 「市 民 対 話 」 の 活 性 化 が 地 域 社

会 に ど の よ う な イ ン パ ク トを 与 え た の か を 記 述 レベ ル だ け で な く数 値 と して 明 確 に す る 必

要 が あ る 。 「ご ろ っ と」 へ の ア ク セ ス 数 の 推 移 だ け で な く,1)市 民 に よ る 社 会 的 実 践,

2)そ れ に よ る 知 識 創 造 の 成 果,3)地 域 に お け る 社 会 資 本 を 計 る 数 値 的 指 標 を 開 発 す る

こ と に よ っ て,実 践 者 自身 の 活 動 の 成 果 の 目 安 と し て 活 用 で き る だ け で な く,地 域SNS

を 使 っ た 他 の 地 方 自 治 体 の 事 例 と の 比 較 研 究 が 可 能 に な る と 考 え ら れ る 。
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